
国立研究開発法人国立国際医療研究センター 肝炎・免疫研究センター 肝炎情報センター主催
令和6年度第2回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会/連絡協議会向け研修会

肝炎情報センター 肝疾患研修室医長 是永匡紹 2025 0124

研修会事務局からのお知らせ
①アンケート（出席確認）
②今後の肝炎情報センター主催会議予定
③拠点病院間連絡協議会・研修会参加状況
④事業/事務担当者へ改めてのお願い
担当者名簿・相談支援システム管理・新事業担当者紹介



本日の予定１→15分間の休憩後 最新臨床+ブロック会議の共有

https://www.kanen.ncgm.go.jp/archive/conference/20240425160720.html

14時35分から 終了16時15～20分予定

第2回研修会 プログラムの変遷
・2023(R5)年度：宮城刑務所 新妻先生

矯正医療における肝炎対策
・2022(R4)年度：山口大 高見先生

アルコール関連疾患
・2021(R3)年度：奈良県立医大 吉治先生

肝硬変ガイドライン2020のポイント
(2020年度 研修会中止）

・2019(R1)年度：愛知医科大学 米田先生
NAFLD/NASHの最近の話題

・2018(H30)年度:武蔵野赤十字病院 泉先生
C型肝炎の最新治療

事業担当者＋肝臓学会理事＋NAFLD/NASH診療ガイド作成委員

アンケート結果 top 4 ：

R6-1:SLD(55%) ALD(44%) 肝がん(34%) 肝硬変(31%)
R5-2:ALD(46%) SLD(41%) 肝がん(34%) 肝硬変(29%)
R5-1:ALD(43%) SLD(41%) 肝がん(28%) 肝硬変(29%)
R4-2:肝がん(47%)肝硬変(39%)SLD(34%)ALD(22%)
R4-1:ALD(57%) SLD(49%) 肝硬変(43%)肝がん(37%)
R3-2:ALD(67%) SLD(44%) 肝硬変(37%)肝がん(35%)

SLD;脂肪性肝疾患 ALD;アルコール性肝疾患 HBV/HCV 25～30%



本日の予定2→集合写真 終了後速やかにホワイエへ移動

集合写真撮影があります。終了後、荷物を置いて
ホワイエ(会場外・前方後方扉有)に集合してください
前列座席：センター長・肝炎室・ブロック会議世話人

発表者(芥田/小田先生・坂野/川瀬様）

写真撮影場所

会場内

受付

令和6年度第回都道府県肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会/連絡協議会向け研修会
20240719



①-a アンケート(9題+自由記載)回答のお願い
їₐ șЗǴǭǋȅǠǵǮⱳǡ ͬ( ǲweb ֓қ șǑ ǋǞȅǠ

①下記のURLまたはQRコードを
利用してスマートフォンからでも可能

PWǵ ǔ Ǟǲ ș ᷂֓қ ȉǑ⸗ȓǱǖ

https://www15.webcas.net/form/p
ub/ncgm_sys/kanen_202407

②Web参加者はzoom退出後
下記メッセージが表示
→続行ボタンから回答を

PW Ἤ8 Ἤ

③top画面とPW入力

R5年度第1回から変更しています：
PWはこれまで数字4文字でしたが、
会議中にPW入力する事象 数件有

（未視聴内容を回答）
↓

会議後に回答を
英大文字・数字のコンビを４か所表示

④PWが正解なら個人情報画面
→質問に回答



 ①-b 9問選択式、発表者への質問は匿名で回答頂く
＋最終画面(右上)⇒Thanks mail( 右下）を確認ください

↓ アンケート最終画面(確認要1)

↓登録後にThanks mail が届きます(確認要2)
̢ 講演者に質問がある場合、参考にならなかったと

回答した場合は自由にご追記ください
（匿名で講演者に共有します）

選択肢
参考になった・少し参考になった・どちらともいえない

・参考にならなかった
↓

前回からシンプルに2択＋参考にならない理由を

mail box ǲѝ ɵmail Ƞɇɪȷǵ ǋǶ? ȫɡɁȵɣ Ἥ
Пᶥ ǠȒѼǲʣ ș ȠɱȯɶɆᶥ֛˗ҵᾯǲ ș

←アンケート回収事務局アドレス 情報センターと異なります



¸ 令和7年度肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会・協議会参加者向け研修会

 ⇒第1回2025 年7月18日(金)（東京コンファレンスセンター品川5階 大ホールA）

 Hybrid 開催 (再視聴希望⇒オンデマンド配信 登録後欠席者→DVD） 

研修会：政策研究班成果共有（肝がん助成・感染防止・ICT・疫学～2,3 題予定）

¸ 令和7年度肝疾患診療連携拠点病院間連絡協議会・協議会参加者向け研修会

 ⇒第2回2026 年2月6日(金)  （東京コンファレンスセンター品川5階 大ホールA）

Hybrid 開催 (再視聴希望⇒オンデマンド配信 登録後欠席者→DVD）

 研修会：アンケート希望からテーマ1題( CH～HCC：黒崎先生 予＋令和7年度ブロック会議共有）

¸ 令和6年度肝疾患相談・支援センター関係者向け研修会

⇒2025 年3月1日(土) PM （場所: AP新橋）

¸ 令和7年度肝炎対策地域ブロック戦略合同会議

  ⇒2025 年9月29日(月)～10月23日(木) （場所: ６か所↓）

②- a 今後の肝炎情報センター主催会議予定
→schedule 確保・参加者の選定と施設内共有→会場140 名（施設2名）まで入場可
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②- b 肝炎情報センター主催研修会予定
R７肝炎対策地域ブロック戦略合同会議→hybrid 開催継続→会場参加を協力検討！

ü 北海道・東北： 10月６ 日 月曜日（弘前市） 弘前大 飯野先生
*アートホテル弘前シティ(駅徒歩1分) →青森県・青森市会場参加

ü  関東信越：10月3日 金曜日（品川）武蔵野赤十字HP 玉城先生
*東京コンファレンスC品川(駅港南口徒歩1分)

ü  東海北陸：9月29日 月曜日（ 津市 ）三重大 中川先生
 ◎ホテルグリーンパーク津(駅東口徒歩2分) →三重県・四日市市会場参加

ü  近畿：10月23日 木曜日（大津市）大津赤十字HP 近藤先生
  ○滋賀県庁(駅徒歩5分)→初めて県庁で開催＋配信業者が3年連続

ü  中国四国：10月17日 金曜日（ 福山市 ）福山市民HP 薮下先生
○福山市生涯学習プラザ大会議室(駅徒歩10分)→肝炎に係る意見公開会開催

ü  九州：10月10日 金曜日（鹿児島市）鹿児島大 馬渡先生
       ◎鹿児島県医師会館(中央駅徒歩5分) ◎第1回打合せ終了 ○打合せ有
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③- a 拠点病院間連絡協議会・研修会の参加状況
現会場収容数は140 名は可能です→全施設+事業担当者の会場参加

場所：国立国際医療研究C(新宿)→品川
時間：10時～16時(8h) →13時～16時(3h)
休憩：1h昼食有→５分→15分(ドリンクバー→

意見交換を考慮）

形式：会場→ハイブリッド( web ：事務担当者・
名簿以外の相談支援センター関係者）

2018 2023
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③- b  拠点病院間連絡協議会・研修会の参加状況
コロナ前140 名⇒ハイブリッド200 名 会場参加施設あと1施設！

・会場参加者:0名→140名まで可能→あと20名弱可能
・会場登録後欠席4名・web 変更者4名（１/ 21現在)→会場参加者欠席は季節的
・アンケート未返信者・未登録web 視聴は減少→欠席者のDVD視聴は皆無

R1-1 R1-2 R2-1 R2-2 R3-1

現地参加人数 143 149 6

現地参加施設数 71 71

LIVE 44

ϷрДЫрЖ 218 204 137

*1/2115

R3-2 R4-1 R4-2 R͑-1 R5-2 R6-1 R6-2

現地参加人数 10 30 42 80 94 104 116

現地参加施設数 9 25 34 57 62 67 71

総参加人数 167 184 189 187 191 204 197

R3-1

hybrid

˶ṍḧᾢ

R3-2

hybrid+

ὧ יּ

DVD

R4-1

hybrid+

ὧ יּ

DVD

R4-2

hybrid+

ὧ יּ

DVD

R͑-1

hybrid+

ὧ יּ

DVD

R5-2

hybrid+

ὧ יּ

DVD

R6-1

hybrid+

ὧ יּ

DVD

R6-2

hybrid+

ὧ יּ

DVD

₅ 215 203 205 205 194 197 210 205

╥ᴥ 187 167 184 189 187 186 204 197

ὧ 23 36 21 16 7 12 6 8

LIVEὧ 12 23 12 2 0 3 3

ᵺ ὧ Ṇ 2 9 6 8 5 5 3 3

ϯрϾ˔Е 25 15 11 6 1 3 2

ᾝ ₅ 21 25 33 48 81 103 107 124

現地参加数 6 10 29 42 79 94 104 116

現地キャンセル数 15 15 4 6 2 9 3 8

DVD視聴 0 0 0 0 3 4 7(0)

登録無視聴 12 5 4 1 0 0 1
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③- c 拠点病院間連絡協議会・研修会の会場参加状況
連続して会場に参加しない施設・事業担当者が会場に参加しない施設は再検討

拠点病院間連絡協議会の参加対象＝事業・事務担当者とは？

獨協・横浜医C・金沢・兵庫・奈良
会場ご参加ありがとうございます！
横浜市大：前回、急遽代理医師派遣
→原則 当日変更不可です（事前動画視聴要）

北里・順天静岡・名市大・京都府立・熊本・
・大公大・聖マリ/ 大津(当日体調不良)
今回も諸般・外せない事業で欠席変更2名

↓
会場参加が難しい事業担当者は実務医師等を
事業担当者として登録は考えてください

事務担当者欠席施設11(7) ：秋田・日立・自治・新潟・富山県中・三重・兵庫・広島・香川県中・愛媛・宮崎

R6　第2回
北海道・

東北

関東

信越

東海

北陸
近畿

中国

四国
九州

Ẕ会場への参加無  0→1　施設

（R6－1/5）

(R5-2/10 )

( R5-1/14 )

インフルエンザ対策→web へ変更↑
全施設 会場参加申込

会場参加無施設(０→1)：

医師事業担当者 会場参加無施設( 5→7)：

R６　第２回
北海道・

東北

関東

信越

東海

北陸
近畿

中国

四国
九州

Ӻ ḩ Ӻ Ẕ

ᴰ╦

ựṕ

ⱧỘ ᵓ(◖Ӻ)יּ ∕̠͑6☼

ˢR6˵1/10ˣ(R5-2/18)   (R5-1/ 24)

( Ӻ◖╥ᴥϜⱧỘ יּ ˣ

ⱧỘ יּ Ϭ ᴥϬ

下線連続
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出席対象
⇒事業担当者(医師or実務担当）・事務担当者（病院事務・相談センター事務担当）
拠点病院事業の代表（施設長代理)として登録→参加は病院業務⇒施設長に担当者を共有

お願い
⇒事業(医師）・事務担当者2名で会場参加が理想⇒２名まで交通費支給可能
⇒事業担当医師が参加できない場合を考慮し、実務担当医師を事業担当者として登録
⇒事務担当者：出席者管理・情報共有・異動時変更届・予算関係窓口・協議会参加

⇒施設長（院長・理事長）
代理です(所属部長推薦
許可ではありません）

③- d  拠点病院間連絡協議会・研修会の今後について(基本)
施設長の推薦（代理）者が参加⇒事業・事務担当者の再構成＋病院内認知向上を

相談支援センターの共有会議は3月開催の
研修会→メディカルスタッフの会場参加

はこちらへ・・
・事業担当者は実質拠点病院代表者

・メディカルスタッフが事業担当者登録の場合
十分はサポート体制を
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④ 事業/ 事務担当者へ改めてのお願い
a. 拠点病院名簿について（担当：情報C事務局）→URLを引き継いで！

拠点病院名簿（4名まで登録可能→病院長・理事長から推薦された事業・事務担当者）

・単なるMail list ではなく、情報センターからの連絡を把握・関係者へ情報共有する担当者名簿
・拠点病院連絡協議会へ要参加者 ・excel シート利用して申請
・当初は年1回更新も近年、年度内異動が増加・変更時にはリアルタイムで変更申請必須

Webで申請可能に（8月～）
・固定URLと
拠点病院毎にID/PW 送付
・ログインすると担当者に

mail 送信
・変更時には情報Cにも

mail 送信

＊デモ資料を別途添付

https://dev.kyoten.kanen-soudan.com/login

https://dev.kyoten.kanen-soudan.com/login
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④ 事業/ 事務担当者へ改めてのお願い
b. 新規事業担当者紹介（会場参加2名）

横浜市立大学附属市民総合医療センター 肝疾患医療センター長    森本 学     先生

奈良県立医科大学附属病院 肝疾患相談センター 特任准教授 浪崎 正 先生

https://hospital.naramed-u.ac.jp/liver_disease_counseling_center.htmlhttps://www.yokohama-cu.ac.jp/urahp/section/liver/index.html
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④ 事業/ 事務担当者へ改めてのお願い
C-1. 相談支援システム管理(システム運営・管理係担当→情報Cと異なります)

システム責任者（多くは事業担当者）→ログインされないかたも→管理者（代理）設定
システム管理者と拠点病院事務担当者は異なります！！ユーザー変更等は責任者・管理者のみ

* mail address
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④ 事業/ 事務担当者へ改めてのお願い
C-2. 相談支援システム管理(システム運営・管理係担当→情報Cと異なります)

①ユーザー変更はシステム内から可能

システム内にマニュアル動画掲載

②運営管理係（問い合わせ先）は
情報Cではありません！

kanen-soudan@datalake-sys.co.jp
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④ 事業/ 事務担当者・システム責任・管理者へ改めてのお願い
C-3. 活用状況指標（相談件数低下→肝疾患減少？？）

相談件数が25件（月2件相談対応無）未満 施設数：

2019 年 11(15%) → 2020 年 14 → 2021 年 15 → 2022 年 21 → 2023 年  25(30%)

施設A 施設B

↑件数は900 →100 件へ減少
（チャート面積は上昇中）

↑件数は900 →40件
（チャート面積も減少中）
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④ 事業/ 事務担当者・システム責任・管理者へ改めてのお願い
C-4. 活用状況指標（封筒内確認！ 相談件数だけではありません）

チヤート面積1位 チヤート面積2位

↑件数は40→100 ～200 件
（システム導入後上昇）

↑件数は900 →1500 ～1800 件
（システム導入後上昇）
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④ 事業/ 事務担当者へ改めてのお願い
C-５. 活動報告 昨年度 68施設 → 今年度 66施設
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④ 事業/ 事務担当者へ改めてのお願い
c-6 . 活動報告agenda 類の転載へ→皆様の活動を国民へ発信



2020

④ 事業/ 事務担当者へ改めてのお願い
c-6 . 活動報告agenda 類の転載へ→皆様の活動を国民へ発信
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④ 事業/ 事務担当者へ改めてのお願い
c-7 . 公開事例→AI にて相談事例を振り分け→均てん化を目指し回答集を→委員募集

よくある
相談事例

回答の
均てん化が
必要では？
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